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ÇÀ ET LÀ 07

金沢星稜大学
2005-2006 News

７
月
７
日（
木
）、
三
谷
産
業

（
株
）代
表
取
締
役
社
長
三
谷
　
充

客
員
教
授
に
よ
る
講
義「
会
社
選

び
は
難
し
い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
価
値
を
高
め
、
好
奇
心
を

持
ち
、
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を

し
っ
か
り
と
自
分
で
選
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

７
月
28
日（
木
）、
ア
ト
ム
運
輸

（
株
）代
表
取
締
役
社
長
鶴
賀
裕
行

客
員
教
授
に
よ
る「
見
え
な
い
大

陸：

覇
者
の
条
件
」が
行
わ
れ
、

ア
ニ
メ
産
業
の
隆
盛
や
、
実
体
経

済
・
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
サ
イ
バ
ー
・

マ
ル
チ
プ
ル
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
で
21
世
紀
の
企
業
経
営
を
解
説

し
ま
し
た
。

多
彩
な
講
師
陣
か
ら
学
ぶ

客
員
教
授
講
義

稲
友
会
県
外
支
部
会
が
富
山

（
８
月
20
日
）、
福
井（
８
月
27
日
）、

新
潟（
９
月
３
日
）で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
学
の
現
状
や
諸
活
動

に
関
す
る
説
明
や
、
学
業
成
績
・

単
位
取
得
に
関
す
る
説
明
な
ど
が

行
わ
れ
、
個
別
懇
談
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
会
場
で
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
も
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
就
職
に
特
化
し
た
内

容
で
、
保
護
者
の
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
北
陸
の
就
職
の
現

状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
度

稲
友
会
県
外
支
部
会
開
催

寮
に
軍
人
が
い
た
こ
と
、
舗
装

さ
れ
て
い
な
い
道
の
多
さ
に
驚
き

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
夏
は
、
夜
の

10
時
頃
に
や
っ
と
日
が
暮
れ
る
の

で
、
時
間
の
感
覚
が
つ
か
め
な
く

て
困
り
ま
し
た
。
日
本
車
が
と
て

も
人
気
で
、
〝
折
り
紙
〞
が
雑
誌

で
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
、
日
本
人

と
わ
か
る
と
握
手
を
求
め
ら
れ
る

な
ど
日
本
に
友
好
的
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

ロ
シ
ア
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

こ
と
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
や
重

油
流
出
な
ど
、
正
直
あ
ま
り
良
い

印
象
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
入
観
だ
け
で
決
め
る
の
は
と
て

も
危
険
で
、
悲
し
い
多
く
の
誤
解

を
生
む
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
文

化
や
考
え
方
の
違
い
、
互
い
の
国

の
歴
史
を
知
る
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

滞
在
中
に
イ
ラ
ク
、
韓
国
な
ど

様
々
な
国
の
人
た
ち
と
触
れ
合

い
、
海
外
か
ら
み
た
日
本
を
知
る

こ
と
も
で
き
、
た
っ
た
２
週
間
の

滞
在
で
し
た
が
、
ロ
シ
ア
と
日
本

の
交
流
に
と
っ
て
貴
重
な
こ
と
を

数
多
く
学
べ
た
研
修
で
し
た
。

■
経
済
学
部
二
部

紙
谷
　
　
勉
さ
ん（
３
年
次
）

松
野
　
　
努
さ
ん（
２
年
次
）

平
井
　
悠
一
さ
ん（
２
年
次
）

■
日
　
程

７
月
30
日（
水
）〜
８
月
13
日（
土
）

■
引
　
率
　
吉
川
　
顕
磨
教
授

ロ
シ
ア
社
会
実
習
２
０
０
５

ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
夏

金
沢
星
稜
大
学
地
域
連
携

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５「
世
界
遺

産
、
遙
か
な
る
敦
煌
を
語
る
」が
、

11
月
24
日（
木
）、
石
川
県
立
音
楽

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
で
は
、
本
学
教

員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
北
東
ア
ジ

ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
中
国

を
訪
れ
た
際
の
研
究
の
成
果
を
観

光
産
業
・
貿
易
な
ど
の
観
点
か
ら

報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
で
は
、

敦
煌
研
究
院
の
研
究
者
を
招
い

て
記
念
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
、

一
般
参
加
者
ら
が
熱
心
に
聴
講

し
ま
し
た
。

地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
５

「
世
界
遺
産
、
遙
か
な
る
敦
煌
を
語
る
」開
催

鶴賀　裕行客員教授 三谷　　充客員教授

個別懇談の様子 内定者を招いて経験談を聞きました
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08 ÇÀ ET LÀ

◆就職に強い！　就職内定率99.1％　就職率83.5％

バブル期並みの高い就職率
昨年度卒業生（H17．３月卒業）の就職（内定）率は、99.1％と高い実績
を残しています。全卒業生の中で実際に就職した割合を示す就職率は、
83.5％となります。文部科学省学校基本調査では昨年度の大卒の就職率
は59.7％です。同調査によれば就職率が80％を超えたのは、
バブル期以降の91・92年度だけです。しかも内定者のおよそ５人に
１人が上場企業からの内定を獲得しています。

10
月
３
日（
月
）、
本
学
と
姉
妹

校
提
携
を
結
ぶ
コ
ド
ラ
ー
ニ
・

ヤ
ー
ノ
シ
ュ
大
学（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

か
ら
６
名
の
学
生
が
短
期
研
修
学

生
と
し
て
来
学
し
ま
し
た
。
10
月

18
日（
火
）ま
で
の
日
程
で
本
学

で
の
授
業
聴
講
や
茶
道
、
生
け
花

な
ど
の
日
本
文
化
の
体
験
や
、
和

倉
温
泉
加
賀
屋
で
の
研
修
を
経
験

し
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
／
コ
ド
ラ
ー
ニ
・
ヤ
ー
ノ
シ
ュ

大
学
よ
り
短
期
研
修
学
生
来
学

12
月
10
・
17
日（
土
）に
３
年

次
対
象
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス「
履

歴
書
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
講

座
」（
午
前
）、「
職
種
別
合
同
企
業

説
明
会
」（
午
後
）が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
履
歴
書
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
作
成
講
座
で
は
、
人
材
教
育
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
島
田
郁
子
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
自
己
分
析
か
ら

履
歴
書
作
成
ま
で
行
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
改
め
て
書
く
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
よ
う
で

し
た
。

合
同
企
業
説
明
会
に
は
、
２
日

間
で
17
社
の
企
業
が
参
加
し
、
県

内
で
は
最
も
早
い
学
内
合
同
企
業

説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
会
社
ご
と
に
職
種
の
特
徴
や
他

社
と
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
実
際
に
担
当
者
よ
り
生
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

の
職
業
選
択
に
多
い
に
役
立
ち
ま

し
た
。

３
年
次
対
象

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
合
同
企
業
説
明
会
開
催

11
月
20
日（
日
）、
本
学
に
て

『
第
38
回
北
信
越
学
生
経
済
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
　
イ
ン
ナ
ー
大
会
』が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
北
信
越
地
区
の

経
済
・
経
営
学
ゼ
ミ
の
研
究
発
表

課
外
活
動
の
活
性
化
と
各
ク
ラ

ブ
の
問
題
点
を
代
表
者
が
一
同
に

会
し
て
話
し
合
い
、
団
体
間
の
懇

親
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修
」が
、

２
月
７
日（
火
）〜
８
日（
水
）の

１
泊
２
日
の
日
程
で
石
川
県
青
少

年
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
学
の
部
活
・
同
好

会
30
団
体
・
57
名
の
学
生
と
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
教
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
学
友
会
執
行
部
の
進
行
に

て
討
議
が
進
み
、
活
動
計
画
の
発

表
や
大
学
に
対
す
る
要
望
な
ど
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
横
の
つ
な

が
り
も
深
ま
っ
た
研
修
で
し
た
。

サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー

研
修
開
催

１
月
29
日（
日
）「
い
し
か
わ
大

学
促
進
協
議
会
・
第
二
回
地
域

課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
成
果
報

告
会
」が
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー

（
能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

で
行
わ
れ
、
本
学
か
ら
は
、
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
澤
　
信
俊
ゼ

ミ
と
池
田
幸
應
ゼ
ミ
が
参
加
し
ま

し
た
。

本
学
で
は
、
多
く
の
学
生
が
自

治
体
と
共
に
地
域
活
性
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
し
た
３
日
間
を
過
ご
し
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
一
助
と
な
り

ま
し
た
。

澤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

最
優
秀
賞
受
賞
！

２
月
６
日（
月
）〜
８
日（
水
）

の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
本
学
正

課「
野
外
ス
ポ
ー
ツ
演
習
ｂ
」（
冬

季
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
実
習
）が
長

野
県
栂
池
高
原
に
お
い
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
26
名
の
学
生

が
参
加
し
、
主
と
し
て
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
経
験
し
ま
し
た
。
集
団
生
活

を
通
じ
て
、
様
々
な
ス
ノ
ー
ス

ポ
ー
ツ
技
術
の
修
得
に
加
え
、
学

生
同
士
や
ス
タ
ッ
フ
の
教
職
員

と
も
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
充

白
銀
の
世
界
で
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

冬
季
集
中
講
義「
野
外
ス
ポ
ー
ツ
演
習
ｂ
」

会
で
あ
る
こ
の
イ
ン
ナ
ー
大
会
を

運
営
し
た
の
は
、
本
学
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
協
議
会
。
委
員
長
の
梶
田

正
樹
さ
ん（
３
年
次
・
澤
ゼ
ミ
所

属
）
を
中
心
に
、
数
ヶ
月
前
か
ら

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
各
ゼ

ミ
よ
り
質
問
や
意
見
が
活
発
に
出

さ
れ
、
今
後
の
研
究
に
繋
が
る
有

意
義
な
大
会
で
し
た
。

第
38
回
北
信
越
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

イ
ン
ナ
ー
大
会
開
催
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星稜中学・高等学校
2005-2006 News

星
稜
高
校
か
ら
金
沢
星
稜
大
学

へ
の
進
学
予
定
者
が
、
合
格
か
ら

入
学
ま
で
の
間
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
金
沢
星

稜
大
学
が
開
催
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
授
業
を
受
講
し
ま
し
た
。

今
後
、
星
稜
高
校
生
が
金
沢
星

稜
大
学
の
特
色
を
予
め
認
識
で
き

る
場
と
し
て
も
考
え
て
い
ま
す
。

入
学
者
の
資
質
向
上
を
図
り
、

高
校
か
ら
大
学
へ
の
一
貫
教
育
の

充
実
と
付
加
価
値
を
高
め
る
一
歩

を
踏
み
出
す
も
の
で
す
。

初
年
度
は
、
生
徒
が
興
味
を
持

ち
、
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
み
や

す
い
資
格
に
関
す
る
講
座
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

大
学
入
学
へ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
授
業

星
稜
高
校
が
、
毎
年
夏
期
休
暇

中
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ

ス
ベ
ン
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る

海
外
語
学
研
修
。平
成
17
年
度
は
、

合
計
30
名
の
生
徒
が
、
８
月
１
日

か
ら
２
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

経
験
し
ま
し
た
。

生
徒
達
に
最
も
人
気
が
あ
っ
た

の
が
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ー
」と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
３
〜
４
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
現
地
の
人
々

に
英
語
で
質
問
し
な
が
ら
街
中
を

探
索
し
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
解

決
す
る
も
の
で
す
。
英
語
を
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
駆
使
す
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

英
語
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交

流
、
異
文
化
と
の
出
会
い
を
通
じ

て
得
た
も
の
は
、
生
徒
達
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

異
文
化
に
触
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
経
験

２
週
間
の
海
外
語
学
研
修
を
実
施

石
川
県
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
支

え
、
国
内
外
の
大
会
で
活
躍
し
た

選
手
、
指
導
者
ら
を
称
え
る
、
北

陸
中
日
新
聞
の「
い
し
か
わ
中
日

体
育
賞
」表
彰
式
が
１
月
28
日
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

星
稜
を
甲
子
園
に
導
く
こ
と
25

回
、
高
校
球
界
の
発
展
に
貢
献
し

た
山
下
智
茂
野
球
部
前
監
督
。
県

大
会
７
連
覇
を
果
た
し
た
、
サ
ッ

カ
ー
部
監
督
の
河
崎
護
先
生
。
世

界
を
相
手
に
大
活
躍
し
た
、
陸
上

部
の
宮
原
綾
さ
ん（
平
成
17
年
度

卒
業
）。
３
名
は
そ
れ
ぞ
れ
、
特

別
賞
、
指
導
者
賞
（
い
ぬ
わ
し

賞
）、
選
手
賞（
あ
す
な
ろ
賞
）を

受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
部
を
輝
か
し
い
成

績
に
導
い
た
陸
上
部
監
督
の
親
谷

均
二
先
生
が
、
２
月
27
日
に
石
川

県
優
良
部
活
動
指
導
者
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
し
か
わ
中
日
体
育
賞
」「
県
優
良
部
活
動
指
導
者
知
事
表
彰
」

星
稜
高
校
か
ら
４
名
が
名
誉
あ
る
受
賞

国
公
立
大
学
で
は
、
４
年
連
続

１
５
０
名
を
超
え
る
１
６
１
名

（
現
役
合
格
者
１
４
１
名
。
過
去

最
多
）が
合
格
、
私
立
大
学
へ
は
、

早
稲
田
大
学
18
名（
過
去
最
多
）

を
は
じ
め
８
５
４
名
が
合
格
し
ま

し
た
。（
３
月
24
日
現
在
）

そ
の
中
に
は
、
国
公
立
大
学
医

学
部
医
学
科
に
４
名
、
歯
学
部
に

２
名
、
ま
た
13
年
ぶ
り
に
自
治
医

科
大
医
学
部
医
学
科
の
合
格
が
あ

り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
制
を
取
り
入

れ
た
２
年
目
に
、
昨
年
同
様
全

コ
ー
ス
か
ら
国
公
立
大
学
合
格
者

が
あ
り
、
コ
ー
ス
制
へ
の
成
果
が

表
れ
て
い
ま
す
。

国
公
立
大
学
、私
立
大
学
と
も
、

生
徒
の
学
力
に
見
合
っ
た
受
験
指

導
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
実
を
結

び
、
多
く
の
合
格
者
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
に
見
合
っ
た
受
験
指
導

今
年
の
大
学
受
験

山下智茂前監督

河崎　護先生

宮原　綾さん

親谷均二先生

国公立大学
北海道大 3
東北大 1
筑波大 3
東京工業大 1
富山大 35
金沢大 24
名古屋大 2
大阪大 1
首都大東京 1
石川県立看護大 5
石川県立大 6

ほか
私立大学
早稲田大 18
慶應大 5
上智大 2
立教大 8
明治大 13
法政大 12
青山学院大 11
中央大 8
東京理大 14
関西学院大 10
関西大 29
同志社大 23
立命館大 57

ほか

﹇
開
講
科
目
﹈

■
Ｃ
Ｇ
・
画
像
処
理

■
簿
記
入
門

■
ワ
ー
プ
ロ
３
級
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10 ÇÀ ET LÀ

サ
ッ
カ
ー
部
・
野
球
部
が
、
新

人
戦
を
中
心
に
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
金

沢
市
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
き「
石
川

県
中
学
校
新
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
」に

出
場
。
本
戦
も
順
調
に
勝
ち
進
み
、

見
事
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

野
球
部
は
、
11
月
に
行
わ
れ
た
石
川

県
野
球
協
会
会
長
旗
争
奪
第
６
回
中
学

校
野
球
選
手
権
に
お
い
て
、
５
年
ぶ
り

２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

来
季
の
全
国
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

星
稜
中
学
サ
ッ
カ
ー
部
・
野
球
部
県
大
会
で
大
活
躍

総
合
学
習
の
発
表
の
場
で
あ

る「
第
４
回
星
稜
中
学
発
表
会
」

が
、
11
月
19
日
、
星
稜
大
学
内

の
講
義
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学

び
考
え
、
問
題
解
決
す
る
力
を

育
て
る
こ
と
が
、
総
合
学
習
の

ね
ら
い
で
す
。

生
徒
達
は
、
４
月
か
ら
約
８
ヶ

月
か
け
て
、
自
ら
決
め
た
課
題
に

対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
り
、
実
際
に
現
地
に
赴
い
た
り

し
て
調
べ
、
知
識
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

発
表
会
で
は
、
環
境
問
題
や
戦

争
・
平
和
問
題
か
ら
、文
化
遺
産
、

職
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
に
つ
い
て
の
発
表
や
、
力
を

合
わ
せ
た
合
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

各
ク
ラ
ス
の
特
色
あ
ふ
れ
る
も
の

で
し
た
。
生
徒
達
の
一
生
懸
命
取

り
組
ん
だ
成
果
に
、
会
場
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま

し
た
。

迫
力
あ
る
演
奏
か
ら
社
会
派
レ
ポ
ー
ト
ま
で

総
合
学
習
の
成
果
を
発
表

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
思
い
が

結
集
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
が
腕
を
ふ

る
い
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
模
擬

店
・
各
種
展
示
、
ダ
ン
ス
や
コ
ン

サ
ー
ト
で
生
徒
達
が
頑
張
れ
ば
、

教
員
も
、
教
員
劇
の
名
演
技
で
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

注
目
の
学
園
祭
ラ
イ
ブ
は
、

「D
-5
1

」。
心
地
よ
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
と
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ
で
華

を
添
え
ま
し
た
。

９
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に

渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
星
稜
祭
。

「L
e
t's
T
ry

」と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
、
ま
さ
に
皆
で
何
か
を

学
園
祭
ラ
イ
ブ
に
は

今
年
も
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
登
場

第
44
回
星
稜
祭

記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た

12
月
、
心
温
ま
る
演
奏
で
、
星
稜

高
吹
奏
楽
部
が
活
躍
し
ま
し
た
。

18
日
に
は
、
金
沢
市
の
香
林
坊

大
和
前
に
て「
歳
末
た
す
け
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」を

開
催
。
折
か
ら
の
猛
吹
雪
の
中
、

赤
い
サ
ン
タ
帽
を
か
ぶ
っ
て
懸
命

に
演
奏
す
る
姿
に
、
立
ち
止
ま
っ

て
聴
き
入
る
人
々
か
ら
も
、
多
く

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
26
日
に
は
、「
金
沢
子
育

て
夢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」の
一

環
で
金
沢
市
内
の
保
育
園
を
訪

れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
演
奏

や
、
楽
器
の
説
明
、
ク
イ
ズ
な
ど

で
園
児
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

歳
末
の
街
角
で
、
保
育
園
で

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
響
か
せ
る

３
月
１
日（
水
）午
前
10
時
よ
り

高
校
の
卒
業
式
が
、
３
月
15
日（
水
）

午
後
２
時
よ
り
中
学
校
の
卒
業
式

が
、
稲
置
講
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
、

高
校
６
４
４
名
、
中
学
51
名
が
新

た
な
旅
立
ち
に
向
け
、
巣
立
っ
て

行
き
ま
し
た
。
稲
置
美
弥
子
理
事

長
よ
り「
誠
実
に
し
て
社
会
に
役
立

つ
人
間
と
し
て
の
心
構
え
を
忘
れ

ず
一
歩
一
歩
成
長
し
て
ほ
し
い
」と

告
示
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
の
陸
上
競
技
に
お
い

て
め
ざ
ま
し
い
活
躍
の
あ
っ
た
宮
原

綾
さ
ん
に
理
事
長
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
校
・
中
学
卒
業
式

石川県高体連の平成17年度県高校総体優秀校に、星稜高校
が総合、男子、女子の最優秀校3冠に輝きました。最優秀校の
獲得は男子15回、女子13回、総合で30回となりました。

県高校総体「最優秀校３冠」

■全国大会出場
【平成17年度全国高等学校総合体育大会】
陸上競技 17名
宮原　　綾 400mH １位

400m ３位
トランポリン６名
女子団体 準優勝
山下なつみ 個人３位
坂口　絵里 個人４位
サッカー部、剣道（男子団体）７名、
女子テニス５名、空手道１名、ボク
シング１名
【第60回国民体育大会】
陸上競技 3名
宮原　　綾 400mH １位

400m ４位
日野　勇輝 110mH ２位
ボクシング 2名
鍛冶　真人 フェザー級 ５位

サッカー部12名、女子バレーボー
ル２名、剣道（女子）１名、ソフトボー
ル２名、女子テニス１名
【第84回全国サッカー選手権大会】
サッカー部
【第55回全国高等学校スキー大会】
スキー ２名
直江　美沙 回転　８位

【第61回国民体育大会（冬季）】
スキー　2名　
【全国私立高等学校男女バレーボール選手権大会】
女子バレーボール部
【第77回選抜高等学校野球大会】
野球部
【第4回世界ユース陸上競技選手権大会（モロッコ）】
宮原　　綾 400mH ３位

【平成17年度全国高等学校総合文化祭】
将棋１名、囲碁１名、文芸１名
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※スポーツマネジメントコース新設
平成18年度より、従来の「会計」「ビジネス」「情報」の３コースを統合・
再編し「会計」「ビジネス」の２コースとし、第３のコースとして新たにス
ポーツマネジメントコースを設置します。将来性のあるスポーツビジネ
スの中枢で活躍するために必要な企画・運営・営業能力を培います。

星稜女子短期大学
2005-2006 News

平
成
18
年
１
月
14
日（
土
）15

時
よ
り
稲
置
講
堂
に
お
い
て
、
馳

浩
氏（
文
部
科
学
副
大
臣
・
衆
議

院
議
員
）、
荻
原
健
司
氏（
参
議

院
議
員
）、
為
末
大
氏（
プ
ロ
陸
上

選
手
）、
乙
武
洋
匡
氏（
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
タ
ー
）の
４
氏
を
迎
え
て
、

「
２
０
０
６
新
春
　
ス
ポ
ー
ツ

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
星
稜
」を
開
催

し
、
約
８
０
０
名
の
方
が
聴
講

し
ま
し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
千
原
恭
一
学
長

が
開
会
の
挨
拶
で
、
本
学
が
４
月

よ
り
※
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ

た
経
緯
お
よ
び
こ
の
ス
ポ
ー
ツ

２
０
０
６
新
春

ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
星
稜
を
開
催

星
稜
女
子
短
期
大
学
で
は
、
平

成
17
年
度
後
期
よ
り
オ
ー
プ
ン
イ

ベ
ン
ト
実
施
と
学
生
に
よ
る
ブ
ロ

グ
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
は「
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
取
材
」「
哲
学
カ

フ
ェ
」「
外
国
人
に
日
本
の
文
化

を
伝
え
る
」「
地
域
金
融
研
究
会
へ

の
参
加
」「
新
ブ
ラ
ン
ド
だ
い
こ
ん

試
食
会
」「
浅
野
川
園
遊
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」な
ど
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
を
設
定
し
そ
の
都
度
参
加

学
生
を
募
っ
て
行
っ
て
お
り
、
地

域
貢
献
や
職
業
観
の
育
成
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち「
新
ブ
ラ
ン
ド
だ
い

こ
ん
試
食
会
」は
、
七
尾
市
の
Ｊ

Ａ
能
登
わ
か
ば
が
開
発
し
た
だ
い

こ
ん
の
新
品
種「
能
登
娘
」の
販

路
拡
大
に
向
け
て
協
力
し
よ
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
平
成
18

年
１
月
26
日（
木
）に
Ｊ
Ａ
能
登

わ
か
ば
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
金
沢

の
方
々
を
お
招
き
し
、
本
学
食
堂

に
お
い
て
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

「
能
登
娘
」を
す
り
下
ろ
し
て

も
ち
に
か
ら
め
た
り
、
酢
や
醤
油

を
か
け
た
り
し
て
試
食
し
、
味
に

つ
い
て
の
感
想
や
メ
ニ
ュ
ー
の
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た「
浅
野
川
園
遊
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」は
、
平
成
18
年
４
月
８

日（
土
）と
９
日（
日
）に
開
催
さ

れ
る
浅
野
川
園
遊
会
の「
20
回
記

念
を
祝
う
会
」で
の
会
場
準
備
や

受
付
の
他
、
開
催
当
日
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
新
入
生
全
員
の

参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

浅
野
川
園
遊
会
告
知
ポ
ス
タ
ー
の

配
布
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

※「S
e
m
in
a
r
C
o
m
m
u
n
ity

」

と
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
活
動
を

す
る
予
定
で
す
。

一
方
の
ブ
ロ
グ
作
成
は
、
学
生

生
活
、
就
職
活
動
、
オ
ー
プ
ン
イ

ベ
ン
ト
や
学
校
の
行
事
に
参
加
し

て
得
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
文

章
に
す
る
こ
と
で
文
章
力
、
表
現

力
を
養
い
、
さ
ら
に
自
己
発
見
に

繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

学
外
へ
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
教
員
や
大
半
の
学
生
が
書
き

込
ん
で
お
り
、
よ
い
情
報
交
換
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

※「Seminar Community」

地域貢献を通じた共同体験の
中で、学生の知的好奇心を刺
激し自己特性の発見と道徳観
を養い、コミュニケーション
能力と専門能力を体験的・実
践的に育てることを目的と
し、通年科目として平成18
年度からの新カリキュラムに
取り入れられる。

自
己
発
見
と
職
業
観
育
成
を
目
指
し
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
経
緯
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

進
行
役
の
大
森
重
宜
教
授
が

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
趣
旨
に
つ
い
て

説
明
し
た
後
、
荻
原
氏
、
為
末
氏
、

乙
武
氏
に
基
調
講
演
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
約
15
分
ず
つ
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
ご
自

身
の
体
験
を
も
と
に
ス
ポ
ー
ツ
を

取
り
巻
く
環
境
の
現
状
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
大
森
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
な
り
、
馳
氏
に
も
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
、
ス
ポ
ー
ツ
と
教
育
、
セ
カ
ン

ド
キ
ャ
リ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
、
学
校

体
育
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
融
合
、

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経営実務科 

会計コース 情　報 
コース ビジネスコース 

会計コース 

ビジネスコース 

スポーツマネジメントコース 新　設 
従来のコースを統合 
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星稜幼稚園・星稜泉野幼稚園
2005-2006 News

11
月
18
日（
金
）Ｊ
リ
ー
グ
キ
ャ

プ
テ
ン
の
川
淵
三
郎
氏
が
来
園
さ

れ
ま
し
た
。
川
淵
キ
ャ
プ
テ
ン
は

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ェ
ア
マ
ン
時
代
か

ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
推
進
に

努
め
て
お
ら
れ
、
園
庭
の
芝
生
も

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
よ
り
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

芝
生
の
上
で
走
っ
た
り
、
転

が
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
心
身
の

発
達
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

る
そ
う
で
す
。

芝
生
の
青
々
と
し
た
色
、
芝
生

の
上
を
そ
よ
ぐ
風
、
芝
生
を
走
る

は
だ
し
の
感
触
。
体
全
体
で
芝
生

を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
笑

い
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。
芝

生
の
上
で
食
べ
る
お
弁
当
は
世
界

一
で
す
。

よ
う
こ
そ

川
淵
キ
ャ
プ
テ
ン

今
年
の
冬
は
、
子
ど
も
た
ち
の

期
待
通
り
の
た
く
さ
ん
の
雪
が
降

り
ま
し
た
。
も
う
そ
れ
は
そ
れ
は

嬉
し
そ
う
で
し
た
。
園
庭
の
築
山

か
ら
ソ
リ
で
す
べ
る
と
と
て
も
気

持
ち
が
良
い
で
す
。
寒
く
っ
た
っ

て
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
子
ど

も
た
ち
で
す
。

そ
り
あ
そ
び

２
月
３
日（
金
）星
稜
幼
稚
園

で
、
豆
ま
き
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」と
大

き
な
声
が
と
び
か
い
ま
す
。
笑

顔
で
豆
を
ま
く
園
長
先
生
、
子

ど
も
た
ち
も
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
歓

声
を
あ
げ
な
が
ら
逃
げ
ま
わ
っ

て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
お
腹
に
す
ん
で
い
た

「
泣
き
虫
オ
ニ
」「
好
き
嫌
い
オ
ニ
」

「
甘
え
ん
坊
オ
ニ
」…
た
ち
も「
こ

り
ゃ
た
ま
ら
ん
」と
逃
げ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
今
年
の
恵
方
の
南

南
東
を
向
い
て
願
い
事
を
思
い

な
が
ら
の
り
巻
き
寿
司
を
食
べ

ま
し
た
。

豆
ま
き
会

１
月
25
日（
水
）年
長
組
さ
ん
で

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
回
転

ず
し
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
屋
さ
ん
に

宝
つ
り
、
映
画
館
に
く
じ
引
き
や

さ
ん
、
み
ん
な
で
相
談
し
て
、
た

く
さ
ん
の
お
店
が
で
き
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
の
年
中
組
さ
ん
は
、

メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ

と
ジ
ュ
ー
ス
を
注
文
、
さ
あ「
い

た
だ
き
ま
ー
す
」。

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

６
月
４
日（
土
）改
修
工
事
も
終
わ
っ
た
緑
い
っ
ぱ

い
の
園
庭
で
、「
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
土
曜
日
」の
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
加
わ
っ
て
、
パ

ラ
バ
ル
ー
ン
や
ゲ
ー

ム
、
か
け
っ
こ
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

家
族
み
ん
な
の
笑

い
声
が
、
泉
野
の
街

に
い
つ
ま
で
も
こ
だ

ま
し
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

土
曜
日

２
月
３
日（
金
）「
鬼
は
〜
外
」「
福
は
〜
内
」節
分
に

豆
ま
き
会
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
健
康
と
幸
福
を
願
っ
て
豆
を
ま
い
た
後

は
、
お
楽
し
み
会
ゲ
ー
ム
大
会
。
中
で
も
先
生
が
鬼

の
顔
の
つ
い
た
か
ご
を
も
っ
て
走
る
、
追
い
か
け
玉

入
れ
は
逃
げ
る
先
生
も
追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
も

必
死
の
ゲ
ー
ム
。

「
先
生
〜
も
っ
と
低

く
し
て
く
れ
な
い
と

入
ら
な
い
よ
〜
」の
声

も
上
が
る
に
ぎ
や
か

な
会
に
な
り
ま
し
た
。

節
分

星稜泉野幼稚園 星稜幼稚園
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11
月
中
旬
、
師
弟
の
間
柄
で
も
あ

る
、
山
下
智
茂
星
稜
高
校
野
球
部
総

監
督
と
、
卒
業
生
で
元
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
投
手（
現
在
野
球
解
説
者
）小
松

辰
雄
さ
ん
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
ク
チ
郡
ニ
ュ
ア
ン
ド
ウ
ッ
ク

村
の
中
学
校
に
、
野
球
指
導
の
た
め

に
訪
問
。
旧
知
の
仲
で
あ
る
北
陸
ベ

ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
林
敦
会
長（
ミ

サ
ワ
ホ
ー
ム
会
長
）か
ら
依
頼
を
受

け
た
も
の
だ
が
、
訪
問
先
の
中
学
校

は
卒
業
生
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヤ
ン
キ
ー

ス
松
井
秀
喜
選
手
が
以
前
、
野
球
用

具
を
贈
る
な
ど
、
野
球
普
及
の
足
が

か
り
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
き
ち
ん

と
し
た
指
導
者
が
お
ら
ず
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で

し
た
。

当
初
、
ベ
ト
ナ
ム
の
生
徒
た
ち
は
、

名
監
督
、
名
選
手
に
も
ピ
ン
と
こ
な

い
様
子
で
し
た
が
、
二
人
の
熱
心
な

指
導
に
耳
を
傾
け
、
懸
命
に
ボ
ー
ル

を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
練
習
試

合
で
は
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
驚
か
さ

れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

市
の
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
を

招
い
て
行
わ
れ
た
野
球
普
及
の
た
め

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
山
下
総
監

督
が
ベ
ト
ナ
ム
の
野
球
熱
が
高
ま

り
、
国
際
大
会
で
活
躍
で
き
る
日
が

来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
は
現
地
の

新
聞
、
テ
レ
ビ
で
も「
野
球
が
ベ
ト

ナ
ム
の
社
会
に
認
知
さ
れ
る
歴
史

の
１
ペ
ー
ジ
」と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

今
秋
に
星
稜
高
校
野
球
部
監
督
を

勇
退
し
た
山
下
智
茂
監
督
の
功
績

を
称
え
る
感
謝
の
会
が
平
成
17
年

12
月
23
日
に
ホ
テ
ル
日
航
金
沢
で

開
か
れ
、
約
３
３
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

来
賓
の
山
岸
勇
県
教
育
長
を
は
じ

め
石
原
多
賀
子
金
沢
市
教
育
長
、
東

文
博
県
高
野
連
会
長
ら
が
輝
か
し
い

足
跡
に
拍
手
を
送
り
、
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
馳
浩
文
部
科
学

副
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

鏡
開
き
は
、
こ
の
会
に
ふ
さ
わ
し

く
小
槌
に
替
わ
り
野
球
の
バ
ッ
ト
が

準
備
さ
れ
、
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

夏
の
甲
子
園
で
延
長
18
回
の
激
闘

を
互
い
に
演
じ
た
箕
島
高
校
の
尾
藤

公
元
監
督
も
駆
け
つ
け
、
宝
物
の
よ

う
な
試
合
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
喜

び
や
、
厳
し
さ
と
温
か
さ
を
持
つ
山

下
監
督
へ
の
思
い
を
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。

山
下
監
督
は
、
謝
辞
で
多
く
の
人

と
出
会
い
、
素
晴
ら
し
い
野
球
が
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
、「
野
球
を
文

化
と
し
て
世
界
の
若
者
に
夢
と
希
望

を
与
え
た
い
」と
今
後
の
意
欲
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
総
監
督
と
し
て
野
球
を
通

じ
、
人
間
教
育
に
一
層
の
尽
力
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

バットによる鏡開き

夫人と共に謝辞を述べられている山下智茂総監督

名
将
の
功
績
に
感
謝

NEWS

熱心に指導する山下智茂総監督、小松辰雄氏

社
会
に
認
知
さ
れ
る
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ

ベ
ト
ナ
ム
に
育
て
野
球
選
手

NEWS
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稲置学園トピックス 

14 ÇÀ ET LÀ

平成18年度学校法人稲置学園事業計画概要

学校法人稲置学園　個人情報保護基本方針

平成18年度学校法人稲置学園事業計画は、建学の精神で
ある「誠実にして社会に役立つ人間の育成」を、すべての部
署において具現化を図るため活動する。
少子高齢化は、教育現場である学校にあっては、幼児、生
徒、学生の減少につながっている。本学園において、大学及
び短期大学では、18歳人口の減少の影響もあり、入学者定
員確保が困難な状況にある。教育の充実を図ると同時に、新
学部学科設置の可能性について、検討し、措置することが必
要である。
学園の改革は、組織改革とともに、教職員の意識改革が重

要である。それぞれの部署で、過去の慣習にとらわれること
なく、各々が置かれている現状を直視し、将来に向かって発
展する組織と意識の改革でなければならない。
教育機関としての任務を全うすること、研究に従事し成果
をあげることなど、学園が果たすべき役割を自覚し、行動し
なければならない。
学園は、地域とともに活動し、地域に貢献しなければなら
ない。
以上の学園の事業計画を踏まえ、各部署においてそれぞれ事
業が計画され、より効果的・効率的な事業遂行を目指します。

学校法人稲置学園（以下「本法人」という。）は、個人情報の保
護の重要性について深く認識し、個人情報保護基本方針を策定
し、以下の取り組みを実施します。

第１条　個人情報の定義
「個人情報」とは、生存する個人に関する情報で、次のいずれ
かに該当するものをいいます。
1．氏名、住所、生年月日、電話番号、電子メールアドレス
等、特定の個人を識別することができるもの
2．その情報のみでは特定の個人を識別できないものの、他
の情報と容易に照合することができ、この照合により個人
を識別できることとなるもの

第２条　個人情報の取得と利用
本法人は、利用目的をできる限り明確にした上で、その利用
目的を達成するために必要な範囲で、適正な手段により個人情
報を取得します。その利用目的は、法令の定めによる場合を除
き、本人（個人情報から識別される特定の個人）に通知又は公表
します。
また、あらかじめ本人の同意を得るか、法令の定めによる場
合を除き、利用目的の範囲内で個人情報を利用し、取り扱いま
す。また、データベース化等された個人情報を第三者へ提供す
る場合には、法令の定めによる場合を除き、あらかじめ本人の
同意を得るようにします。

第３条　個人情報の管理と保護
本法人は、個人情報に関するリスク（漏えい、紛失、破壊、

改ざん、不正アクセスなど）を認識し、これらを防止するため
の必要かつ適切な安全管理措置を講じます。教職員等に対して
も、また個人情報の取扱いを委ねる外部委託先等に対しても、
必要かつ適切な監督を行います。

第４条　個人情報の開示、訂正、削除等
本法人は、データベース化等された個人情報につき、所定の
手続により本人から情報の開示、訂正、利用停止等の請求がな
された場合には、法令の定めに従い、速やかに対応します。
また、取り扱う個人情報につき、本人からの苦情に対し迅速
かつ適切に取り組み、そのための学内体制の整備に努めます。

第５条　遵守すべき法令・規範
本法人は、個人情報の取扱いに関し、個人情報保護法その他
関係法令、文部科学大臣の定める指針及び基本方針を遵守いた
します。

第６条　個人情報保護管理体制と仕組み及び取り組みの継続的
改善

本法人では、個人情報保護に関する管理の体制と仕組み及び
第２条以下の取り組みを適宜見直し改善していきます。

平成17年４月１日
学校法人稲置学園　理事長　稲置　美弥子

■ お問い合わせ
個人情報や当基本方針の内容に関するご質問などがございましたら、本法人の下記連絡先までお問い合わせ願います。

■ 制　定
当基本方針は、平成17年４月１日から適用します。

《連絡先》
学校法人稲置学園　法人本部法人課
〒920-8620 石川県金沢市御所町丑10番地１
Tel（076）253-3908 Fax（076）253-3993

金沢星稜大学　事務局総務課
〒920-8620 石川県金沢市御所町丑10番地1
Tel（076）253-3924 Fax（076）253-3995

星稜女子短期大学　事務局教学課
〒920-0813 石川県金沢市御所町酉1番地
Tel（076）253-5900 Fax（076）253-5927

星稜高等学校・星稜中学校　事務室　
〒920-0811 石川県金沢市小坂町南206番地
Tel（076）252-2237 Fax（076）252-9988

星稜幼稚園
〒920-0813 石川県金沢市御所町寅27番地
Tel（076）252-5057 Fax（076）252-5073

星稜泉野幼稚園
〒921-8034 石川県金沢市泉野町6丁目17番地30号
Tel（076）244-5636 Fax（076）244-5639
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星稜幼稚園 
 6日（木） 始業式 

 10日（月） 入園式 

 28日（金） 保育参観、保護者会総会 

 20日（土） 個人懇談会 

 26日（金） 親子バス遠足 

 14日（水） アスレパル石川 

 20日（火） 観劇 

 30日（金） オープンハウス 

4月 

星稜泉野幼稚園 
 6日（木） 始業式 

 10日（月） 入園式 

 21日（金） 保護者会総会 

 12日（金） 保育参観、クラス相談 

 19日（金） 親子バス遠足 

 30日（火） 避難訓練 

 14日（水） アスレパル石川 

 17日（土） 個人懇談会 

 20日（火） 観劇（年中） 

 27日（火） オープンハウス 

 

4月 

5月 

6月 

5月 

6月 

星稜中学・高等学校 
 7日（金） 始業式 

 8日（土） 入学式 

 10日（月） 新入生オリエンテーション 

 11日（火） 新入生オリエンテーション 

 26日（水） 遠足（中・高） 

 13日（土） PTA総会 

 20日（土） ～24日（水） 中間試験 

 1日（木） ～4日（日） 県高校総体 

 16日（金） ～18日（日） 北信越大会 

 3日（月） 2年次オリエンテーション 

 4日（火） 2年次健康診断 

 5日（水） 入学式 

 6日（木） 新入生オリエンテーション 

 7日（金） 新入生オリエンテーション 

 10日（月） 新入生歓迎祭、新入生健康診断 

 11日（火） 前期授業開始 

 18日（木） Seminar Community 

 3日（土） 稲星会役員会及び総会 

 10日（土） 

 11日（日） 
北陸三県私立短大体育大会

 

 20日（火） 体育祭 

 

4月 

星稜女子短期大学 
4月 

 2日（日）  

 3日（月） 

 4日（火） 入学式・基礎学力試験 

 5日（水） 新入生学内ガイダンス 

 6日（木） 

 7日（金）
 

 7日（金） 2・4年次ガイダンス、 
  二部新入生・在学生ガイダンス 

 10日（月） 前期授業開始 

 20日（土） 新入生歓迎祭 

金沢星稜大学 
4月 

5月 

6月 

5月 

5月 

6月 

専門ゼミナールin 
山中キャンパス（3年次） 

基礎ゼミナールin輪島キャンパス 
（新入生） 
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